
候
O

私
召
連
候
者
・
加
…
例
法
成
仕
方
故
・
御
成
敗
の
都
に
候
問
・
右

の
儀
御
詑
言
可
申
上
た
め
、
指
念
ぎ
御
跡
を
し
た
ひ
候
へ
ば
・
如
何

成
事
や
ら
ん
御
染
物
殊
の
外
早
く
‘追
付
巾
都
難
成
、安
易
様
御
門
超

能
越
候
へ
ば
御
門
打
有
之
、
入
申
事
不
能
成
、
見
合
せ
混
在
た
る
事

に
て
候
。
抑
防
外
が
ま
し
き一品
、
可
仕
存
寄
K
は
御
座
泣
く
候
よ
し

山中
ひ
ら
く
。
依
之
左
様
な
れ
ば
特
別
の
事
な
り
と
て
.
右
間
番
は
何

事
な
〈
相
返
さ
れ
、
大
番
衆
は
切
腹
被
仰
付
。
右
の
桜
子
讃
岐
殿
附

可
般
小
股
巻
十

れ
ね
ゆ
ゑ
、
門
外
に

τ臆
病
者
出
よ
と
相川
底
る
。
共
内
に
安
易
殿
よ

り
讃
岐
殿
へ
申
や
ら
れ
‘
役
人
迎
に
来
り
、
無
理
に
右
の
附
呑
を
つ

れ
飾
る
。
此
事
公
儀
沙
汰
に
成
り
、
右
間
帯
主
四一
制定
所
へ
呼
出
さ
れ

山出
掛
川
。
桜
子
を
郡
ら
れ
け
る
所
民
、
間
帯
中
上
る
は
、
御
旗
本
の
御

方
へ
到
し
陪
臣
の
身
と
し
て
、
柳
慮
外
成
儀
仕
可
申
先
悟
に
は
無
之

主
、
先
供
の
者
共
ま
h

斬
殺
し
け
る
を
、
跡
よ
り
間
帯
見
て
鐙
を
取
、

其
ま
為
抽
唱
懸
け
る
に
、
北
依
安
房
守
殿
屋
敷
抑制
唱
の
へ
右
の
大
番
数

逃
込
け
る
を
、
右
間
帯
抑
絞
て
懸
付
け
れ
ば
‘
大
門
主
打
て
内
へ

い

一
、
酒
井
讃
岐
守
附
携
の
巾
附

大
猷
院
様
御
代
、
沼
弁
護
岐
守
股
間
帯
司
御
城
下
を
泊
り
刑
事
有
之
、

足
踏
を
一
人
先
へ
走
ら
せ
け
る
に
、
大
持
品
県

相
失
の
供
先
主
制
る
ゆ

四
七

一
、
ぷ
と
忙
さ
h

れ
た
る
に

.
H
草
を
煎
じ
付
る。

一
、
打
身
に
捕
の
花
主
、
大
根
の
し
ぼ
り
汁
に
て
付
ペ
し
。

一
、
や
け
ど
に
三
一
例
凶
崎
明
日
帥
m
b
nJ山哨
H
Y
m
t
u

一
必
、
白
粉
一
分

合
て
、
間制捜
K
て
紋
て
付
ペ
し
。
忽
K
・加
も
去
り
、
跡
忙
戚
も
不
付
。

て

雑

子

K
食
傷
し
た
る
花
、
抑止
を
治
ろ
し
飲
は
忽
癒
。

て

魚
川吋
に
あ
た
り
た
る
に
、
料
の
生
粉
主
部
茶
一

二
服
粧
水
に
て

飲
て
妙
也
。

一
、
飾
に
さ
L
A

れ
仲
間
む
に
紫
訴
を
挟
て
付
く
べ
し
。

一
、
百
足
陀
昌
、
れ
痛
む

K
、
駈
矧
を
つ
ぶ
し
て
付
れ
ば
痛
去
。

れ
、
右
間
帯
江
戸
に
差
世
候
訴
は
成
ま
じ
と
て
、
加
増
被
巾
付
、
岡

元
へ
蹄
さ
れ
け
る
と
ぞ
。
間
帯
巾
ひ
ら
き
様
、
功
の
得
た
る
云
分
ゆ

主
無
難
‘
然
も
武
俄
も
立
事
也
と
ぞ
。
致
点
制的

て

妙

務

寸
四
簡
保

て
木
竹
の
杭
を
踏
立
折
込
た
る
に
.
巡
の
業
主
黒
焼
に
し
て
、
そ

く
ひ
に
て
ね
り
付
る
。
折
込
た
る
杭
浮
出
也
。

一
、
也
…
刊
の
喉
に
立
た
る
陀
、
手
の
爪
一
必
前
じ
て
飲
め
ば
忽
抜
る

也
。
叉
象
牙
の
粉
を
飲
も
士
向
。

て
河
豚
に
酔
た
る
に
明
終
在
、
水
に
た

τ
h欽
は
死
を
菟
る
。
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